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日産自動車株式会社（東証プライム：コード７２０１）への 
株主提案及び特集ページの開設について 

 
弊社は、INTERTRUST TRUSTEES (CAYMAN) LIMITED SOLELY IN ITS CAPACITY 
AS TRUSTEE OF JAPAN－UP（以下「ファンド」といいます。）と投資一任契約を締結し

ており、ファンド及び弊社（以下「提案株主」と総称します。）は、日産自動車株式会社（以

下「当社」又は「日産」といいます。）の議決権を３００個以上６か月前から引き続き保有

し、日産の上場子会社である日産車体株式会社の株式を約 3.4%保有しています。 
 
提案株主は、今般、当社に対し、来る６月開催予定の当社の定時株主総会において株主提案

権を行使する書面を発送し、特設ページを開設いたしましたので、本件を公表いたします。 
株主提案の詳細な説明は、本プレスリリースの添付資料１又は特集ページ

（https://stracap.jp/7201-NISSAN.pdf/）をご参照ください。 
 

以上 
 
（添付資料１）「日産自動車株式会社（7201）に対する株主提案の背景及び概要について」 
（添付資料２）提案株主が提案する議題の内容（全文）及び理由（全文） 
 

https://stracap.jp/7201-NISSAN.pdf/
https://stracap.jp/7201-NISSAN.pdf/


日産自動車株式会社（7201）に対する
株主提案の背景及び概要について

2025年4月24日
株式会社ストラテジックキャピタル

（添付資料1）



エグゼクティブ・サマリー
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❶ 日産自動車株式会社には構造改革が求められている

◼ 日産自動車株式会社（“日産”）の株価水準はPBR0.2倍台まで、信用格付けは投機的水準まで低下

◼ 日産の営業利益率やROEは絶対水準が低迷しているうえ、業界内でも最下位に沈む

◼ 24年3月に日産が、さらに25年2月には日産子会社が公正取引委員会から勧告を受けるなど法令違反も発覚

◼ 継続的な改善の取り組みではない、抜本的な構造改革が求められる

❷ 日産と上場子会社／持分法適用会社の関係には元から問題がある

◼ 日産は、上場子会社として日産車体株式会社（”日産車体”）、上場持分法適用会社として三菱自動車工業株
式会社（”三菱自動車”）及び日産東京販売ホールディングス株式会社（”東京販売HD”）を有する

◼ 日産車体は、売上高の98%を日産に依存しており、さらに実質的に日産の工場に過ぎないため、そもそも上場企業と
しての体をなしていない

◼ 日産車体では、日産に対する資金提供や業界最低水準の利益率での取引が、少数株主の権利や利益を無視して
行われている

◼ 日産の構造改革を契機に日産と日産車体の資本及び取引の関係は見直されるべき

❸ 構造改革の足枷となる上場子会社／持分法適用会社との関係性について見直すべき

◼ 日産が上場子会社／持分法適用会社（“上場関係会社”）を上場企業として維持する限り、日産の構造改革は、
上場関係会社と利益相反が生じないよう配慮しつつ実行されなければならない

◼ 構造改革の範囲を制限し、構造改革の進捗を遅らせる足枷となる上場関係会社との関係は見直すべき



日産に求められる改革
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棄損された日産自動車の価値
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◼ 過去10年間で日産のPBRは0.23倍まで低下し、業界ワーストに沈む

◼ 同時に、信用格付けも投資不適格水準まで低下しており、構造改革が急務
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（出所：QUICK Workstation（Astra Manager）より弊社作成。略称は“スズキ”：スズキ株式会社、”トヨタ”：トヨタ自動車株式会社、”スバル”：株式会社SUBARU、
”三菱”：三菱自動車工業株式会社、”ホンダ”：本田技研工業株式会社、”マツダ”：マツダ株式会社。信用格付けはS&Pによる長期自国通貨建発行体格付け）

PBR 日産の信用格付け（S&P）
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日産 0.23 x
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◼ 日産の営業利益率は25/3期も含めると4年連続業界最下位となる見込み

◼ ROEも上場企業の最低水準とされる8％に満たない水準が継続し、株主価値を棄損している
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（出所：QUICK Workstation（Astra Manager）より弊社作成。2025/3期は2025年4月11日現在における最新の会社予想より弊社推定。）

営業利益率 ROE

8%



日産による法令違反
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◼ 日産は取引先に対する下請法違反行為により、24年3月に公正取引委員会より勧告を受けた

◼ 取引先に過剰なコストカットを要求してきたが、未だに営業利益率が最下位に沈んでいる
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（出所：公正取引委員会）



グループ企業によって繰り返された法令違反
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◼ 日産は24年3月に勧告を受け、勧告後も違反行為が継続しているとの疑惑に対し外部調査を実施し、24年5

月に「サプライヤーへの確認は必要」とされながら、違反行為は無いとの調査結果を公表した

◼ それにもかかわらず、連結子会社の愛知機械工業に対して、24年12月末まで下請法違反行為を行っていたとし
て、 25年2月に公正取引委員会から勧告がなされた
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（出所：公正取引委員会）



ターンアラウンドの取り組み
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◼ 日産はこのような危機的状況を踏まえて、抜本的な構造改革に着手

◼ しかし日産には、上場関係会社の少数株主との利益相反が存在し、構造改革の足枷となっている
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（出所：日産の決算説明資料より弊社抜粋）



上場関係会社の状況
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日産の上場関係会社
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◼ 日産は上場持分法適用会社2社に加え、上場子会社として日産車体が存在する

◼ 日産車体は上場しているが、売上高の98％が日産向けであり、実態としては日産の組立工場に過ぎない
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「企業経営の健全性」が欠如した日産車体の上場
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◼ 日産車体は売上高の98％を日産に依存する日産の工場であり、「独立性」のない「一事業部門」に過ぎない

◼ また、「少数株主の権利や利益」は侵害されており、そもそも「企業経営の健全性」が欠如している

◼ 日産車体は、現在の上場基準では上場が不可能な企業
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（出所：東京証券取引所「2024 新規上場ガイドブック（スタンダード市場編）」より抜粋）

上場審査の内容 ― ２ 企業経営の健全性

この基準に基づく審査では、株主の利益を保護する観点から申請会社の企業グループが事業を公正かつ忠実に遂行している
か否かについて確認します。

企業経営の健全性に関して、具体的には次に掲げる基準に適合するかどうかを検討します。

・・・

○親会社等（注）を有している場合

新規上場申請者が親会社等を有している場合・・・新規上場申請者の企業グループの経営活動が当該親会社等からの独
立性を有する状況にあると認められること。

基準の内容・審査のポイント

申請会社が「親会社等」を有している場合（いわゆる「子会社上場」に該当する場合）、親会社等と申請会社の少数株主
との間には潜在的な利益相反の関係があると考えられます。このため「子会社上場」の上場審査に当たっては、申請会社の少
数株主の権利や利益が損なわれないことが求められる等の理由から、親会社等からの独立性確保の状況について、次のａ
～ｃの基準に適合しているかどうかを確認します。

・・・

a 新規上場申請者の企業グループの事業内容と親会社等の企業グループ・・・の事業内容の関連性、親会社等の企業グ
ループからの事業調整の状況及びその可能性その他の事項を踏まえ、事実上、当該親会社等の一事業部門と認められ
る状況にないこと。

・・・



少数株主の権利を無視した決議
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◼ 日産車体の少数株主の過半が反対した会社提案は日産の賛成で可決し、少数株主の権利と利益の保護を
求めた株主提案は日産の反対により否決され続けている
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株主総会で決議された主な議案に対する少数株主の賛成率

（出所：臨時報告書より弊社作成）
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少数株主の意思を無視した資金提供の継続
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◼ 日産への資金提供の禁止を求める株主提案には日産車体の少数株主の72％が賛成した

◼ しかし、24年12月末現在でも903億円もの資金提供が、信用格付けが投機的水準となった日産に対し継続さ
れており、日産車体の少数株主の意思は無視されたまま
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日産への預け金／貸付金の推移（億円）

日産への資金提供禁止を求める株主提案

株主提案の後も日産への資金提供を継続

貸付金

預け金

（出所：QUICK Workstation（Astra Manager）より弊社作成）
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◼ 日産車体にとって売上総利益率は日産との取引条件を意味するが、僅か3％にとどまり業界最低

◼ 日産車体の少数株主の権利や利益は侵害されており、このまま日産車体が上場を継続するなら日産の構造改
革とは無関係に取引条件の見直しが必要

14

（出所：QUICK Workstation（Astra Manager）より弊社作成）

「自動車」及び「自動車部品」会社の連結売上総利益率

※赤線が日産車体、数値は上段が日産車体の順位／集計対象社数、下段が売上総利益率）



足枷となった上場関係会社
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生産拠点の再編に対する足枷
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◼ 日産は稼働率目標を設定し、生産能力の最適化を計画するが、関東圏では日産と日産車体の工場が併存

◼ 従って、日産は「日産のための最適化」を実施することはできず 「日産車体の少数株主に配慮した最適化」という、
中途半端な構造改革までしか行うことができないのではないか
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（出所：日産ウェブサイト及び決算説明資料より弊社抜粋。稼働率は弊社調査に基づく推定）

日産／日産車体の工場分布

追浜工場

横浜工場

栃木工場

いわき工場

湘南工場
（日産車体）

日産のターンアラウンド計画

関東圏の組立工場の稼働率は目標の85％
を大きく下回っていると推定される

ターンアラウンド計画では
工場稼働率の目標を85％を設定した



販管費／製造コストの削減に対する足枷
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◼ 日産は、一般管理部門の人員／コスト削減策を掲げているが、日産車体という工場が上場している状態は、
管理部門を二重にし、さらに日産車体と日産間の調整にコストもかけることに他ならない

◼ 製造コストの削減も、日産車体の利益を犠牲としたものにならないよう慎重に進めざるを得ない
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（出所：日産の決算説明資料より弊社抜粋）

日産車体の上場を維持することで生じる
無駄な上場維持コストは無視

日産車体の利益を犠牲にしないように
配慮したコスト削減が求められる



株主提案
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株主提案
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❷ 上場廃止の危機にある上場関係会社に対する対応方針の検討及び開示

◼ 上場関係会社が上場廃止の危機にある場合は、❶について特に速やかな対応を求める

◼ 背景

— 日産車体は日産による株式保有によって流通株式比率が不足しており、23年3月及び24年3月の判定では流
通株式比率が上場維持基準に満たないと判定されている

— そもそも、日産車体の少数株主の権利や利益は日産によって棄損されており、是正の必要がある

— 日産車体の少数株主が不安定な状況に置かれていることを考慮し、速やかに日産車体株式についての方針を検
討及び開示すべき

❶ 上場関係会社に対する対応方針の検討及び開示

◼ 日産が保有する上場関係会社の株式について、保有／取得／売却のいずれが日産及び各上場関係会社の株主
価値及び企業価値向上に資するかを年1回以上検討し、検討結果を開示する

◼ 背景

— 日産には構造改革が求められている

— 一方で、上場関係会社の存在は構造改革の足枷になるはず

— 改めて、上場関係会社の存在意義についてフラットな目線で再検証を実施すべき



ディスクレーマー
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◼ 本資料は株式会社ストラテジックキャピタル（以下「弊社」といいます。）独自の分析、アクティ

ビスト活動を通じて得た情報及び企業等によって公表された情報のみに基づき作成されていま

す。本資料に掲載された情報及び資料は、弊社が信頼でき、最新であると判断した情報に基

づき作成されておりますが、弊社は、明示又は黙示を問わず、その正確性、有効性又は完全

性を保証するものではなく、この情報を用いて行う判断の一切について責任を負うものではあり

ません。弊社は、本資料において提供される情報及び見解を更新する義務を負わないものとし

ます

◼ 本資料の内容に関する著作権その他一切の権利は、弊社に属しています。電子的方法又は

機械的方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製、引用、転載又は転送等を行うこと

はできません



（添付資料２） 

第２ 提案の内容 

 

以下の１及び２の議案（以下「定款変更議案」という。）については、定款変更議案及び本定

時株主総会における他の議案（会社提案にかかる議案を含む。）の可決又は否決により、定款

変更議案として記載した各章又は各条文に形式的な調整（条文番号のずれの修正を含むが、

これらに限られない。）が必要となる場合は、定款変更議案に係る条文を、必要な調整を行っ

た後の条文に読み替えるものとする。下記の各株主提案の詳細な説明は、ｈｔｔｐｓ：／／

ｓｔｒａｃａｐ．ｊｐ／７２０１―ＮＩＳＳＡＮ．ｐｄｆ／又は株式会社ストラテジックキ

ャピタルのホームページ右上の特設サイトリンクｈｔｔｐｓ：／／ｓｔｒａｃａｐ．ｊｐ／

を参照されたい。なお、各株主提案において記載する会社数値は（単体）と記載がない限り

は全て連結計算書類に基づいている。 

 

１．定款一部変更の件（上場関係会社の取扱いの検討に関する規定の新設） 

現行の定款に以下の条文を新設する。 

第８章 上場関係会社 

（上場関係会社の取扱いの検討） 

第３５条 

当会社の取締役会は、発行する普通株式が国内証券市場に上場している当会社の連結子会社

及び持分法適用会社（以下「上場関係会社」という。）について、当会社による完全子会社化

若しくは吸収合併、当会社が保有する上場関係会社株式の売却又は現状維持の各選択肢のい

ずれが当会社及び各上場関係会社の株主価値及び企業価値向上に資するか、少なくとも年１

回以上の頻度で定量的に比較検討し、当該検討が行われた後速やかにＴＤＮｅｔを通じて検

討結果を開示する。 

 

２．定款一部変更の件（上場廃止のおそれのある上場関係会社への対応方針の決定に関する

規定の新設） 

現行の定款に以下の条文を新設する。 

（上場廃止のおそれがある上場関係会社に係る対応方針の決定） 

第３６条 

当会社の上場関係会社（日産車体株式会社（以下「日産車体」という。）を含むが、これに限

らない。）の発行する普通株式が証券取引所の定める上場維持基準に抵触した場合又は抵触の

おそれがあると合理的に判断された場合、当会社の取締役会は、当会社による完全子会社化

若しくは吸収合併又は当会社が保有する上場関係会社株式の売却を含む、当会社及び当該上

場関係会社の少数株主の利益を保護とするための具体的な対応方針を速やかに決定し、決定

後速やかにＴＤＮｅｔを通じて当該方針を開示する。 

  

  



第３ 提案の理由 

 

１．定款一部変更の件（上場関係会社の取扱いの検討に関する規定の新設） 

当社は、２０２５年３月期末のＰＢＲが０．２３倍、信用格付けは投機的水準と、経営危機

に直面しており、構造改革が急務な状態にある。また、昨年は下請法違反について勧告も受

けており、法令遵守のための経営改革も求められている。 

しかし、当社は、その事業と密接な関係を有する上場関係会社を有しており、当社にとって

最善である構造改革及び経営改革が、上場関係会社にとっても最善である保証はなく、当社

は上場関係会社の少数株主との利益相反リスクへの配慮という足枷とともに構造改革と経営

改革を行わなければならない。 

以上の観点からすると、当社は、上場関係会社の株式を保有し、影響力を行使することが、

当社及び上場関係会社の株主価値向上に資するか再考する必要がある。 

そこで、上場関係会社の株式について、どのような方針を決定・実行することが当社及び上

場関係会社の企業価値及び株主価値に資するのか、取締役会に検証することを求める。  

 

２．定款一部変更の件（上場廃止のおそれのある上場関係会社への対応方針の決定に関する

規定の新設） 

当社にとって日産車体は、実態として当社工場の一部に過ぎず、独立した会社として上場し

ている意味はない。しかも、当社の株式保有により、日産車体は上場廃止の危機にあるう

え、日産車体が上場している限り、当社の経営は、日産車体との利益相反リスクへ配慮した

ものとならざるを得ない。 

日産車体の立場から見れば、２０２２年の株主総会において少数株主の７２％が反対したに

もかかわらず、未だに８１９億円もの資金を預け金又は貸付金として当社に提供させられて

いる。また、日産車体は売上高の９８％を当社に依存しているが、その利益率は業界最低水

準であり、当社に搾取されていると評価するほかない。 

従って、日産車体の上場を維持し続けることは、それ自体、当社のグローバル企業としての

評価を下げる行為にほかならない。 

そこで、日産車体の少数株主の利益保護のためにも、日産車体への対応方針を取締役会にお

いて決定することを求める。 
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